
ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

　福崎町内の幼児
園、小学校では、
さまざまな農業体
験を行っています。 
　春は特産もち麦
の刈り取りや、さ
つまいもの苗さし、
田植えなどがあり、
みんな元気いっぱい取り組みました。 
　秋にはさつまいも掘りや稲刈りが待っています。 
　このような経験を通じて食べ物について改めて考 
え、「生産から食卓まで」の食べ物の循環、大切さ
を学んでくれることを期待しています。 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
早
朝
に
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
ら
、

ジ
ュ
ー
サ
ー
を
紹
介
し
て
い
た
。

ど
ん
な
野
菜
で
も
簡
単
に
す
り
お

ろ
し
て
ジ
ュ
ー
ス
に
な
る
様
子
を

実
演
し
て
い
た
。
多
種
の
野
菜
を

手
軽
に
と
れ
て
健
康
に
も
良
い
と

思
い
購
入
し
た
。 

　
商
品
が
届
き
取
扱
説
明
書
の
と

お
り
に
使
っ
た
が
、
テ
レ
ビ
の
実

演
の
よ
う
に
野
菜
を
す
り
お
ろ
せ

な
か
っ
た
。
困
っ
て
、
記
載
の
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
連
絡
し
た
ら 

「
た
だ
今
混
み
合
っ
て
い
る
た
め
、

か
け
直
し
て
下
さ
い
」
と
音
声
案

内
が
流
れ
繋
が
ら
な
か
っ
た
。
商

品
代
金
１
９
８
０
０
円
は
商
品
が

届
い
て
す
ぐ
に
銀
行
に
振
込
ん
だ
。

返
品
す
る
の
で
返
金
し
て
ほ
し
い
。 

（
７０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
商
品
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
確

認
を
し
た
と
こ
ろ
、
相
談
者
の
苦

情
の
と
お
り
、
野
菜
が
す
り
お
ろ

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
セ
ン
タ
ー
が

介
入
し
、
業
者
の
本
社
の
連
絡
先

に
電
話
を
か
け
、
相
談
者
の
苦
情

を
伝
え
ま
し
た
。 

　
業
者
か
ら
は
、
交
換
を
提
案
さ

れ
ま
し
た
が
、
相
談
者
が
返
品
返

金
を
希
望
さ
れ
て
い
る
と
交
渉
し

ま
し
た
。 

　
現
金
書
留
で
返
金
後
、
着
払
い

で
返
品
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
業

者
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　
相
談
者
に
交
渉
結
果
を
伝
え
、

返
品
処
理
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 
 〔

ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
「
通

信
販
売
」
に
な
り
ま
す
。
消
費
者

が
販
売
業
者
と
直
接
対
面
す
る
こ

と
な
く
、
通
信
手
段
だ
け
を
利
用

し
て
申
込
み
を
行
う
も
の
で
す
。 

　
「
通
信
販
売
」
に
該
当
す
る
も

の
は
、
カ
タ
ロ
グ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

（
新
聞
広
告
・
雑
誌
広
告
・
投
げ

込
み
チ
ラ
シ
・
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
等
の
紙
ベ
ー
ス
の
広
告
）ラ
ジ

オ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
サ
イ
ト
・
勧
誘
メ
ー
ル
等
の
電

子
画
面
等
に
よ
る
広
告
）な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
広
告
を
見
て
消
費
者

が
申
し
込
む
た
め
、
不
意
打
ち
性

の
な
い
取
引
と
し
て
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
（
無
条
件
解
約
）

の
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
「
通
信
販
売
」
に
は
返
品
特
約

が
あ
り
ま
す
が
、
返
品
を
認
め
る

か
認
め
な
い
か
、
返
品
期
間
や
返

品
費
用
等
は
業
者
に
委
ね
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
返
品
送
料

は
消
費
者
負
担
が
原
則
で
、
返
品

不
可
を
う
た
っ
て
い
る
業
者
も
存

在
し
ま
す
。 

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
、

番
組
内
で
返
品
の
可
否
や
取
引
条

件
を
正
確
に
把
握
で
き
な
い
ほ
か
、

商
品
の
利
点
ば
か
り
を
強
調
し
紹

介
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
テ
レ

ビ
の
印
象
と
違
う
等
が
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用

す
る
際
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う 

＊
申
し
込
む
前
に
、
商
品
の
特
性

や
使
用
上
の
制
限
、
返
品
特
約

に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

＊
注
文
の
際
に
、
販
売
業
者
の
住

所
や
電
話
番
号
、
注
文
日
、
商

品
名
、
金
額
、
届
く
時
期
等
の

記
録
を
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
商
品
が
届
い
た
ら
、
直
ち
に
商

品
を
確
認
し
、
不
具
合
等
が
あ
っ

た
場
合
は
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
 

ト
ラ
ブ
ル
 

８ 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 



９ 

　５月２９日（月）にボンマルシェ福崎店で、福崎町防

犯指導委員会主催による「春の防犯キャンペーン」 

を、福崎警察署と福崎防犯協会の協力を得て実施し 

ました。 

　現在、振り込め詐欺や空き巣などが多発しています。

防犯意識を高め、みんなが注意し合い、犯罪のない

明るい福崎町にしましょう。 

（住民生活課） 

　６月１２日（月）、水道週間の取り組みとして、第２

体育館で管工事業協同組合主催の技術講習会が開催

され、上下水道課職員と水道技術関係者が参加しま

した。 

　講習会では、多くの水道本管で使用されている耐

震性鋳鉄管の接合実習の他、安全講習ビデオによる

危機意識の向上を図りました。 

　今後発生が予想される大規模災害においても、安

心安全な水を絶やすことなく供給できるよう、知識

と技術の向上に励んでいきます。　　（上下水道課） 

～安定した給水確保のために～ 
水道技術講習会を実施 

　仮設トイレのくみ取り料金が、平成２９年１０月１日か

ら変更になります。 

　工事・建築現場や、村の祭りなどの行事で使用する

仮設トイレについては、下記のとおり、くみ取り量に

関わらず定額となります。 

仮設トイレのくみ取り料金が 
１０月１日から変更になります 

　平成２９年１０月１日から、くれさかクリーンセンター

へごみ類を直接持ち込むときの搬入方法が変更となり

ます。 

くれさかクリーンセンターへの 
直接持ち込みごみ 

搬入方法変更のお知らせ 

１基あたり 

中間くみ取り ２,０００円 

３,０００円 
最終くみ取り 
（撤去時） 

（住民生活課） 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７２・３７３） 

１．一般家庭から出た生活系ごみ 

○事前に住民生活課で申請が必要です。 
　無料で搬入するためには「処理手数料減免申
請書」が必要です。事前に印鑑を持って住民生
活課までお越しください。 
≪注意！≫ 
　減免申請書がない場合、くれさかクリーンセ
ンターへの直接搬入は有料となります。 

２．個人で行った家屋解体に伴うごみ 

○事前に住民生活課で申請が必要です。 
「一般廃棄物処理申出書」と「処理手数料減免
申請書」が必要です。事前に印鑑を持って住民
生活課までお越しください。 

３．剪定くず 

○手続きは不要です。 
１０kgあたり１００円で搬入できます。 

４．事業活動に伴うごみ 

○手続きは不要です。 
１０kgあたり１００円で搬入できます。 



国民健康保険のお知らせ 国民健康保険のお知らせ 【問い合わせ先　健康福祉課　国保医療係（内線３５５）】 

　
７
月
下
旬
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
の
７０
歳
〜
７４
歳
の
方
に
高
齢

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。 

　
高
齢
受
給
者
証
を
保
険
証
と
あ

わ
せ
て
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
昭
和
１９
年
４
月
１
日
以
前

生
ま
れ
の
方
は
一
部
負
担
額
が
１

割
、
昭
和
１９
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
方
は
２
割
（
現
役
並
み
所

得
の
方
は
３
割
）
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
び
郵
送
す
る
証
は
平
成
２８

年
中
の
所
得
等
に
よ
り
算
出
し
た

一
部
負
担
金
割
合
を
記
載
し
て
い

ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き

ま
す
の
で
医
療
機
関
に
か
か
る
時

は
窓
口
で
保
険
証
と
あ
わ
せ
て
ご

提
示
く
だ
さ
い
。 

  

　
高
齢
受
給
者
証
は
誕
生
日
の
翌

月
か
ら
の
使
用
と
な
り
ま
す
。（
各

月
１
日
が
誕
生
日
の
方
は
誕
生
月

か
ら
）
使
用
が
可
能
と
な
る
月
の

前
月
下
旬
に
該
当
の
方
に
送
付
し

ま
す
。 

     

　
８
月
か
ら
新
し
く
平
成
２８
年
中

の
所
得
等
で
算
出
す
る
認
定
証
が

発
行
で
き
ま
す
。
入
院
ま
た
は
高

額
に
な
る
外
来
診
療
の
際
に
、
こ

の
証
と
保
険
証
を
同
時
に
医
療
機

関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
１
つ
の

医
療
機
関
等
に
お
い
て
１
か
月
の

保
険
内
診
療
分
に
か
か
る
自
己
負

担
が
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。 

 ﹇
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
﹈ 

交
付
対
象
者
　
７５
歳
未
満
の
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方 

　
こ
の
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す

る
と
入
院
時
の
食
事
代
も
減
額
さ

れ
ま
す
。
証
の
発
効
期
日
（
申
請

月
の
１
日
）
か
ら
食
事
代
が
減
額

に
な
り
ま
す
の
で
申
請
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。 

﹇
限
度
額
適
用
認
定
証
﹈ 

交
付
対
象
者
　
７０
歳
未
満
の
住
民

税
課
税
世
帯
の
方 

※
７０
歳
〜
７４
歳
の
方
は
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
の
み
交
付
対
象

と
な
り
ま
す
。 

　
申
請
は
８
月
１
日
以
降
に
お
願

い
し
ま
す
。 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
認
定
証
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証 

・
印
鑑 

 

保
険
税
に
滞
納
の
あ
る
方
は
こ

の
制
度
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

納
税
相
談
は
お
早
め
に
！ 

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担 

額
減
額
認
定
証
」「
限
度 

額
適
用
認
定
証
」
が
必
要 

な
方
は
必
ず
申
請
を
　

　 

新
た
に
７０
歳
に
な
ら
れ
た
方
へ 

７０
歳
〜
７４
歳
の
方
に 

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す 

１０ 

臨時福祉給付金（経済対策分） 
申請の受付は８月３１日（木）までです。 

申請は 
お済みですか 

　
８
月
か
ら
７０
歳
以
上
の
方
の
高

額
療
養
費
の
上
限
額
が
次
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。 

　
高
額
療
養
費
は
、
ひ
と
月
に
支

払
っ
た
医
療
費
が
高
額
に
な
り
、

決
め
ら
れ
た
上
限
額
を
超
え
た
場

合
に
上
限
額
を
超
え
て
支
払
っ
た

分
を
払
い
戻
す
制
度
で
、
上
限
額

は
個
人
も
し
く
は
世
帯
の
所
得
に

応
じ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
適
用
区
分
は
被
保
険
者
証
、
高

齢
受
給
者
証
、
限
度
額
適
用
認
定

証
な
ど
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
し
く
は
ご
加
入
の
健
康
保
険
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

７０
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ 

高
額
療
養
費
の
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す 

※１　世帯収入の合計額が５２０万円未満（１人世帯の場合は３８３万円未満）の

場合や、「旧ただし書所得」の合計額が２１０万円以下の場合も含みます。 

※２　過去１２か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多

数回」該当となり、上限額が下がります。 

７０歳以上の方の上限額（月ごと） 

適用区分 

平成２９年７月まで 

外来＋入院 
（世帯ごと） 

８０,１００円 
＋（医療費－２６７,０００円）×１％ 
〈多数回４４,４００円※２〉 

現
役
並
み 

一
　
般 

住
民
税
非
課
税 

課税所得 
１４５万円以上 

課税所得 
１４５万円未満 
（※1） 

Ⅰ住民税非課税世帯 
（年金収入８０万円 
　以下など） 

Ⅱ住民税非課税世帯 

外来 
（個人ごと） 

４４,４００円 

１２,０００円 ４４,４００円 

２４,６００円 

１５,０００円 
８,０００円 

平成２９年８月から 

外来＋入院 
（世帯ごと） 

８０,１００円 
＋（医療費－２６７,０００円）×１％ 
〈多数回４４,４００円※２〉 

外来 
（個人ごと） 

５７,６００円 

１４,０００円 
〈年間上限 
１４４,０００円〉 

５７,６００円 
〈多数回４４,４００円※２〉 

２４,６００円 

１５,０００円 
８,０００円 



後期高齢者医療制度のお知らせ 後期高齢者医療制度のお知らせ 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
を
決
め
る
基
準
で
あ
る
保

険
料
率
は
２
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
ま
す
。
７
月
中
旬
に
「
平
成

２９
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

保
険
料
の
支
払
方
法 

①
年
金
か
ら
の
お
支
払
い 

　
【
特
別
徴
収
】 

　
特
に
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
に

よ
る
支
払
い
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

②
口
座
振
替
や
納
付
書
で
の 

　
お
支
払
い
【
普
通
徴
収
】 

　
年
金
の
受
給
額
が
年
額
１８
万

円
未
満
の
方
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
合

計
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の

１
を
超
え
る
方
が
対
象
で
す
。

原
則
、
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
、
毎
月
月
末
を
納
期
限
と
し

て
、
９
期
に
分
け
て
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。 

    

保
険
料
の
計
算
方
法 

　
年
間
の
保
険
料
は
一
人
ひ
と

り
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等

割
額
」
と
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の

合
計
と
な
り
ま
す
。 

　
被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
は

毎
年
８
月
１
日
で
す
。
７
月
下

旬
に
簡
易
書
留
で
新
し
い
被
保

険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。
８
月

１
日
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者

証
を
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の

納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
有
効
期

限
が
短
い
被
保
険
者
証
（
短
期

被
保
険
者
証
）
を
送
付
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
が

困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
同

一
世
帯
内
の
被
保
険
者
の
平
成

２８
年
中
の
所
得
に
よ
り
算
出
さ

れ
た
平
成
２９
年
度
の
住
民
税
課

税
所
得
と
平
成
２８
年
中
の
収
入

額
（
１
月
か
ら
７
月
ま
で
は
平

成
２７
年
）
を
も
と
に
計
算
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
状
況
の

異
動
や
所
得
の
更
正
に
よ
り
、

随
時
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

   

　
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
方
は
認
定
証
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
医
療
機
関
ご
と
に
１

か
月
間
に
支
払
う
自
己
負
担
額

が
、
外
来
・
入
院
と
も
区
分
に

応
じ
た
限
度
額
ま
で
と
な
り
、

入
院
時
の
食
事
代
に
つ
い
て
も

減
額
さ
れ
ま
す
。（
柔
道
整
復
、

鍼
灸
、
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

施
術
な
ど
は
除
く
。
） 

　
認
定
証
の
更
新
時
期
は
毎
年

８
月
１
日
で
す
。
現
在
、
減
額

認
定
証
を
お
持
ち
で
８
月
以
降

も
引
き
続
き
対
象
と
な
る
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
減
額

認
定
証
を
被
保
険
者
証
と
い
っ

し
ょ
に
送
付
し
ま
す
。 

　
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

税
の
方
で
減
額
認
定
証
の
申
請

を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
健

康
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
必
要
と
さ
れ
る
方
の
保
険
証 

・
印
鑑 

・
来
ら
れ
る
方
の
身
分
証 

 

問
い
合
わ
せ
先 

・
資
格
に
関
す
る
こ
と 

健
康
福
祉
課（
内
線
３
５
５ 

・
３
５
６
・
３
７
９
） 

・
保
険
料
に
関
す
る
こ
と 

　
　
税
務
課
（
内
線
３
４
２
） 

・
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
事
務
局
（
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
） 

　
　
０
７
８
・
３
２
６
・
２
０
２
１ 

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す 

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す 

※総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です。（ここでいう控除額とは、公的年金等控除額、
給与所得控除額、必要経費のことをいい、所得控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません） 

（平成２８年中（１～１２月）の 
総所得金額等（※） 
　－　３３万円）×　１０.１７％ 

平成２９年度保険料額 
（最高限度額５７万円） 

②所得割額 

４８,２９７円 

①均等割額 ①＋② 

＋ ＝ 

し
ん
き
ゅ
う 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額 

減
額
認
定
証
　
　
　
　
　
　 

　サマージャンボ宝くじの収益金は、県内市町

のより良いまちづくりに活用されています。 

　収益金は各都道府県の販売実績などに応じて

交付されますので、ぜひ兵庫県内の宝くじ売り

場でお買い求めください。 

7月18日（火）発売　　　 
発売期間　７月１８日（火）～８月１０日（木） 

抽せん日　８月２０日（日） 

問い合わせ先　（公財）兵庫県市町村振興協会 

　　　　　　　　０７８（３２２）１１５１ 

１１ 



介護保険のお知らせ 介護保険のお知らせ 【問い合わせ先　健康福祉課　介護保険係（内線３５２・３６４）】 

　
高
齢
化
が
進
み
介
護
費
用
や
保

険
料
が
増
大
す
る
な
か
、
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
方
と
利
用
し

て
い
な
い
方
と
の
公
平
や
、
負
担

能
力
に
応
じ
た
負
担
を
お
願
い
す

る
観
点
か
ら
、
平
成
２９
年
８
月
か

ら
負
担
の
上
限
が
次
の
と
お
り
変

わ
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
長

期
に
利
用
し
て
い
る
方
に
配
慮
し
、

同
じ
世
帯
の
６５
歳
以
上
の
方
全
員

（
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

方
を
含
む
）の
利
用
者
負
担
割
合

が
１
割
の
世
帯
は
、
年
間
を
通
し

て
の
負
担
額
が
増
え
な
い
よ
う
調

整
さ
れ
ま
す
。
（
３
年
間
の
時
限

措
置
） 

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の 

上
限
額
が
変
わ
り
ま
す 
　
現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
（
白
色
）
の
有
効
期

限
は
７
月
３１
日
で
す
。
平
成
２９
年
度
の
所
得
判
定
後
、
８
月
１

日
か
ら
翌
年
の
７
月
３１

日
ま
で
有
効
の
負
担
割

合
証
を
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
、
事
業
所
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
旧
負
担
割
合

証
は
有
効
期
限
終
了
後

に
健
康
福
祉
課
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

新
し
い
負
担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す 

いいえ 

いいえ は　い 

判定基準 

年金収入＋その他の合計所得金額が 
・単身世帯の場合２８０万円以上 
または 
・６５歳以上の人が２人以上いる 
　世帯の場合３４６万円以上 

※利用者の負担額には、１か月の上限額（高額介護サ
ービス費）があるため、自己負担がすべて２倍にな
るわけではありません。 

本人の合計所得金額が１６０万円以上 

２割負担 １　割　負　担 

は　い 

見 本 

１２ 

「夏の交通事故防止運動」 

　夏はレジャーなどにより、交通の流れ、交

通量が変化し、事故が起こりやすい季節です。

交通事故にあわないよう十分に注意し、交通

ルールを守り正しい交通マナーの実践を心が

けましょう。 

○飲酒運転は絶対にしないでください。  

○全ての座席でシートベルト・チャイルドシ

ートを正しく着用してください。  

○夕暮れ時に自動車・自転車を利用する場合 

　は、早めのライト点灯を心がけ、歩行者は

反射材などを身につけてください。  

○運転中に携帯電話を使用しないでください。 

７月１５日（土）～２４日（月） 

※「世帯」とは、住民基本台帳上の世帯員で、介護サービスを利用した方全員

の負担の合計の上限額を指します。 

※「個人」とは、介護サービスを利用したご本人の負担の上限額を指します。 

月々の負担の上限額 

対象となる方 

世帯のどなたかが市区町村 
民税を課税されている方 

世帯の全員が市区町村民税 
を課税されていない方 

生活保護を受給している方等 

前年の合計所得金額と公 
的年金収入額の合計が年 
間８０万円以下の方等 

平成２９年７月まで 

４４，４００円（世帯） 

３７，２００円（世帯） 

２４，６００円（世帯） 

２４，６００円（世帯） 

１５，０００円（個人） 

１５，０００円（個人） 

現役並み所得者に相当する 
方がいる世帯の方 

４４，４００円（世帯） 

２４，６００円（世帯） 

２４，６００円（世帯） 

１５，０００円（個人） 

１５，０００円（個人） 

４４，４００円（世帯）【見直し】 

平成２９年８月から 

※同じ世帯の全ての６５歳以上の方（サ
ービスを利用していない方を含む）
の利用者負担割合が１割の世帯に
年間上限額４４６，４００円（３７，２００円×
１２ヶ月）を設定 
　（３年間の時限措置） 



１３ 

障がいのある方対象 
NHK放送受信料の免除 

　免除基準に該当する場合は、ＮＨＫ放送受

信料の免除が受けられます。 

【全額免除】 

　障害者手帳所持者を含む、世帯全員が市

町村民税（住民税）非課税の場合 

【半額免除】 

　次の方が世帯主の場合 

　●視覚または聴覚の障害者手帳所持者 

　●重度障害者 

　　・身体障害者手帳（１級または２級）所持者 

　　・療育手帳（Ａ）所持者 

　　・精神障害者保健福祉手帳（１級）所持者 

問い合わせ先　健康福祉課（内線３６５） 

障がい者等の日常生活用具給付事業 
対象品目追加のお知らせ 

　在宅の障がい者（児）の日常生活の利便を図るた
め給付する日常生活用具の給付品目を追加しました。 
　なお、支給には一定の要件がありますので、購
入する前に事前にご相談のうえ申請してください。 
【新規追加項目】 
●視覚障害者用地上デジタル対応ラジオ 
性能　テレビ音声及びAM・FM放送を受信する

機能を有し、かつ災害時の緊急放送を受
信するもので、視覚障害者（児）が容易に
使用できるもの 

　基準額　２９，０００円 
　対象者　１、２級の視覚障害者（児） 
　　　　　（原則として学齢児以上） 
　耐用年数　６年 
問い合わせ先　健康福祉課（内線３５３） 

地域包括ケアシステム構築を目指して平成２８年度から開始 地域包括ケアシステム構築を目指して平成２８年度から開始 

～今、そして将来にわたり、誰もが安心して暮らせる福崎町に～ ～今、そして将来にわたり、誰もが安心して暮らせる福崎町に～ 
地 域 支 え 合 い 会 議  地 域 支 え 合 い 会 議  地 域 支 え 合 い 会 議  

地域支え合い会議とは？ 
　少子高齢社会といわれて久しく、２０１５年では男性の平均寿命は８０.７９歳、女性は８７.０７歳となりました。さ
らに２０２５年には６５歳以上の５人に１人が認知症になると言われています。しかし、少子化により、２０５０年に
は「１人の高齢者」を支える「若い世代は１人」になるといわれ、介護の担い手として若い人に頼ることは難
しく、元気な高齢者も支え手となるような仕組みづくりが求められます。 
　そこで、現在だけでなく、次世代わたって誰もが安心して住みなれた場所で暮らせるよう、地域の支え合い
体制づくりに自治会、福崎町、社会福祉協議会が共に取り組むのが“地域支え合い会議”です。２年目となる
平成２９年度は、自立支援に向けての体制づくりに取り組みます。 

　地域の支え合いで大切なのは、向こう三軒
両隣のお付き合いです。この体制を作るために、
まずは災害が発生したときに自分だけでは避
難行動を起こしにくい方に、３人の地域支援
者を決める「災害時要援護者登録台帳」の整
備を進めています。 
＊「災害時要援護者登録台帳」の整備は、自治
会の取り組みとして行っていただきました。 
＊個人情報は、究極の権利利益である「生命
や身体の安全」を守るために、その重要性
を十分認識し、適切に取り扱うことで見守
り活動を効果的に推進することが重要です。 

●災害時の声かけなどの支援や日常的な見守り等を希望
される場合 
　自治会の民生委員児童委員・隣保長・協議員等にご相談
ください。「災害時要援護者登録台帳」の登録には、支
援に必要な個人情報を必要最小限記入していただきます。 
●あなたも要援護者を支える“地域支援者”に！ 
　各地域支援者には若い人でなくてもなれます。日中は
若い人は留守のことが多く、「避難しよう」の声かけは
高齢者でも可能です。お互いが支援者であり要援護者で
あることも考えられます。 
　民生委員児童委員・自治会役員等から依頼がありまし
たら、地域支え合い体制づくりの趣旨をご理解いただき、
ご協力をお願いします。 

平成２８年度　 
　地域支え合い会議のご報告 

地域支え合い体制づくりに向けて 


